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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年9月5日(2013.9.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　黒く、クロム及びコバルトを有さない化成層を製造するための処理溶液であって、
ａ）少なくとも１つの、式Ｍ’Ｏc

d+［式中、ｃは１～３の整数であり、かつｄは１～３
の整数である］のオキソカチオンからなる群から選択される水溶性金属錯カチオン、及び
／又は式Ｍ’’Ｘa

b-［式中、ＸはＦ，Ｃｌ、Ｂｒ及びＩからなる群から選択され、ａは
３～６の整数であり、ｂは１～４の整数であり、かつＭ’及びＭ’’はＭｎ、Ｖ、Ｔｉ、
Ｗ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｂ、Ｓｉ及びＡｌからなる群から選択される］のハロゲン錯イオン、
ｂ）少なくとも１つの酸化剤
ｃ）式（１）及び（２）
ＨＳ－Ｒ1－ＣＯＯＲ2                           （１）
Ｒ5ＯＯＣ－Ｒ3－Ｓ－Ｓ－Ｒ4－ＣＯＯＲ6         （２）
［式中、Ｒ1は、直鎖及び分枝鎖のＣ１～Ｃ８－アルキル、及びアリールから選択され、
Ｒ2は、Ｈ、ＮＨ4

+、Ｌｉ+、Ｎａ+、Ｋ+、並びに直鎖及び分枝鎖のＣ１～Ｃ４－アルキル
からなる群から選択され、
Ｒ3及びＲ4は、独立して、直鎖及び分枝鎖のＣ１～Ｃ８－アルキル、及びアリールからな
る群から選択され、かつ
Ｒ5及びＲ6は、独立して、Ｈ、ＮＨ4

+、Ｌｉ+、Ｎａ+、Ｋ+、並びに直鎖及び分枝鎖のＣ
１～Ｃ４－アルキルからなる群から選択される］の化合物からなる群から選択される、少
なくとも１つの有機硫黄化合物
を含む、処理溶液。
【請求項２】
　前記Ｍ’が、Ｍｎ、Ｖ、Ｔｉ、Ｗ、Ｍｏ及びＺｒからなる群から選択される、請求項１
に記載の処理溶液。
【請求項３】
　前記Ｍ’’が、Ｂ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｔｉ及びＺｒからなる群から選択される、請求項１に
記載の処理溶液。
【請求項４】
　式Ｍ’Ｏc

d+の少なくとも１つのオキソカチオン及び式Ｍ’’Ｘa
b-の少なくとも１つの

ハロゲン錯イオンを含有する、請求項１から３までのいずれか１項に記載の処理溶液。
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【請求項５】
　前記酸化剤が、過酸化水素、有機過酸化物、アルカリ金属過酸化物、過ホウ酸塩、過硫
酸塩、硝酸塩、有機ニトロ化合物及び有機Ｎ－オキシド並びにそれらの混合物からなる群
から選択される、請求項１から４までのいずれか１項に記載の処理溶液。
【請求項６】
　前記式（１）及び（２）の化合物の基が、以下、
Ｒ1がＣ１～Ｃ２－アルキルであり、かつ
Ｒ3及びＲ4が、独立して、Ｃ１～Ｃ２－アルキルの中から選択される
の中から選択される、請求項１から５までのいずれか１項に記載の処理溶液。
【請求項７】
　前記Ｒ3及びＲ4が同一である、請求項６に記載の処理溶液。
【請求項８】
　前記有機硫黄化合物が、チオグリコール酸、ジチオジグリコール酸、チオ乳酸及び３－
チオプロピオン酸からなる群から選択される、請求項１から７までのいずれか１項に記載
の処理溶液。
【請求項９】
　前記酸化剤が過酸化物である、請求項１から８までのいずれか１項に記載の処理溶液。
【請求項１０】
　前記過酸化物が過酸化水素である、請求項９に記載の処理溶液。
【請求項１１】
　前記式Ｍ’Ｏc

d+の少なくとも１つのオキソカチオンが、ＭｎＯ+、ＶＯ3+、ＶＯ2+、Ｗ
Ｏ2

2+、ＭｏＯ2
2+、ＴｉＯ2+、ＺｒＯ2+及びそれらの混合物からなる群から選択される、

請求項１から１０までのいずれか１項に記載の処理溶液。
【請求項１２】
　前記式Ｍ’’Ｘa

b-の少なくとも１つのハロゲン錯イオンが、ＳｉＦ6
2-、ＴｉＦ6

2-及
びＺｒＦ6

2-からなる群から選択される、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の
処理溶液。
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